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４年間戦ってきた仲間と。一致団結して本選を迎えます。
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部員リレーインタビュー member relay interview

日々練習に励んでいる部員の生の声をお届けします。
今回はクルー特集。470からは4回生の関爽人、スナイプからは3回生の長塚正一郎へのインタビューです。
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関 爽人

470クルー・主務

Q. プレーヤーとして
のアピールポイント
は？
A.強風でも戦える体作
りが自分の強みです。
2年前の蒲郡インカレ
にて自分のあまりの非
力さにショックを受け、
技術云々の前にまず
フィジカルを強化しよ
うと、毎食1合以上お
米を食べて日々筋トレ
に明け暮れました。こ
んな生活を続けたせい
で、人生で初めてお米
を見たくも食べたくも
ないと思う時期を経験
しましたが、その甲斐
あって今では10kgの増
量に成功しています。
その一方、最近は微風
域でのスピントリムに
も自信がついてきて、
他艇を置き去りにした
時は心の中でめちゃく
ちゃドヤ顔してます。

Q.団選本選にむけて
A.初めにも書きましたが、2回生時に蒲郡で惨敗を
喫して以来、2年後この場所で前を走ることを目標
に努力してきました。予選は後輩や同回生に救わ
れて何とか突破することができたので、本戦では
必ず自分のプレーでみんなを引っ張ります。今の
チームが大好きなので現役最後のレースになるの
は非常に寂しいですが、思い残すことのないよう
全力で臨みたいと思います。第83代全員が笑顔で
引退できますように！！

Q.これまでの部活を振
り返って
A.この4年間で成功と
言える瞬間は決して多
くなく、むしろ失敗と
反省を繰り返してきま
した。同回生のみなら
ず2個下の後輩まで入
賞を果たしたりと結果
を出す中、自分はつい
この前までその経験が
ありませんでした。で
もだからこそ、最後の
個人戦予選で初入賞し
て本戦出場を決めた時
は本当に嬉しかったし、
前を向いて頑張ってき
た自分がとても誇らし
かったです。辛いこと
は沢山あったけれど、
ヨットと出会えて良
かったと心の底から感
じています。

スナイプ クルー

長塚 正一郎

Q. プレーヤーとして
のアピールポイント
は？
A.スキッパーが帆走に
集中できるように、工
夫してることですかね。
周りの船や風の状況、
この先の展開などをス
キッパーに伝えて、安
心して帆走できるよう
に心がけています。ス
キッパーによって必要
としている情報は違い
ますし、技術的・精神
的なクセがあるので、
それに応じて「何を伝
えるか」には気を配っ
ています。また、用い
る戦術も変えていて、
それぞれのスキッパー
にあった戦術で走れる
ように心がけています。

Q. インカレ総合入賞
という目標達成に必要
なこととは？
A.個人個人の力だけで
は達成できないと思い
ます。僕らのチームに
はいわゆるスーパース
ターのような選手はお
らず、純粋な技術力だ
けで勝ちに行くのは現
実的ではないです。
各々のペアが互いに信
頼しあい、どんな逆境
でも落ち着いた判断・
セーリングができるこ
とが必要なのかなと思
います。全日本インカ
レという、だれもが力
の入る大舞台では、い
つも通りの力を出し切
るのは難しいはずです。
メンタル面でアドバン
テージを得ることがで
きれば、必ずや実力以
上の結果が出ると信じ
ています。

Q.残り少なくなった83代京大ヨット部で成し遂
げたいことは何ですか？
A.前を走っても、たとえ後ろを走っても、強い
気持ちを持ってセーリングしたいです。勝負を
決するさいごの数点は気持ちの差。そこで負け
ないように1点を大切に勝負します。前年度、あ
と2点で叶えられなかった入賞。今年こそはチー
ムみんなで掴みとりにいきます。残り1ヶ月、自
分のできることを精一杯やって、チームに貢献
します。今後とも変わらぬご声援よろしくお願
いいたします。

主将小塩と最後のレース。８３代を総合入賞へ導くクルーとなれるだろうか。

ラッシュの肩の部分が裂けているのは秘密。
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琵琶湖周航

今日のマネ飯 today’s dinner

3回生
マネージャー
佐藤 みのり

部員たちの体調を支える毎日の食事。その中の一つを紹介します。
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毎年恒例の琵琶湖周航。1,2回生の親睦が深まった。

個人戦本選@若洲ヨット訓練所

全日本ヨット選手権大会

全日本ヨット選手権大会本年度の全日本選手権は8/22〜8/26にスナ
イプ級は福岡県小戸で、470級は江ノ島でそれぞれ開催されました。京
大からはスナイプ級1艇(中川・青木)、470級からは3艇(梶村・関、松
島・江澤、中川・八代)が出場しました。それぞれのレース詳細と結果
につきましては、ヨット部ホームページより、8月30日、31日のブログ
をご覧下さい。

参加者各々が学んだ事を、今後の練習に反映し、より一層努力して
いきたいと思っております。また、今回の遠征ではレスキューや宿泊
などにおいて、多くの方々に大変お世話になりました。この場をお借
りして感謝申し上げます。

この後しっかり乗り揚げに注意してフィニッシュしました。

いつものペア。一挙一動息があってますね。
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